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「 FiｼｽﾃﾑECU 取り扱い説明書 」

「　はじめに　」

　このたびは、FiｼｽﾃﾑECU(Electronic Control Unit)をご購入頂きましてまことにありが
とうございました。FI ﾌｭｰｴﾙｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝｼｽﾃﾑは、小排気量の2輪車をﾀｰｹﾞｯﾄとして開発
された燃料噴射ｼｽﾃﾑです。このｼｽﾃﾑは、簡易的なｼｽﾃﾑではなく、大排気量の2輪車
に採用されている燃料噴射ｼｽﾃﾑ同様に各種ｾﾝｻで、ｴﾝｼﾞﾝの様々な状態を検知し、燃
料の最適な噴射量を高性能ECUでｺﾝﾄﾛｰﾙする本格的なｼｽﾃﾑです。さらに、ﾒｰｶ純正
のｺﾝﾄﾛｰﾗでは一般のﾕｰｻﾞには到底変更することができない、燃料噴射にかかわるほ
ぼすべてのﾊﾟﾗﾒｰﾀをECUに接続したﾊﾟｿｺﾝで設定することが可能であり、様々なｴﾝｼﾞﾝ
仕様に対応することが可能です。

「　注意事項を守って楽しく使いましょう　」

　本ｼｽﾃﾑの取り扱いに関しては、まずはじめに次頁の注意事項次頁の注意事項をお読みになって、内
容を遵守した上で行っていただきますようお願い申し上げます。

「　お問い合わせ等　」

　なお、本ｼｽﾃﾑの取り扱い上のご質問や、不明な点がございましたら下記連絡先まで
お問い合わせください。また、Fiｼｽﾃﾑは小排気量2輪車用として、はじめて市場に出たｼ
ｽﾃﾑでございますので、使用上お気づきになられた点などもお知らせくだされば、今後
の開発の参考にさせていただきたいと思いますので、何卒ご協力のほどをお願い申し
上げます。
　
　それでは、Fiﾌｭｰｴﾙｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝｼｽﾃﾑが実現する、本格的ｴﾝｼﾞﾝｾｯﾃｨﾝｸﾞをご堪能くだ
さい。

<お問い合わせ先>

FCデザイン
〒735-0006　広島県安芸郡府中町本町2-1-48
Tel：(082)287-0211　
Fax：(082)287-0212　
Mail：info@fc-design.com
URL：http://www.fc-design.com



「 使用上のご注意　（まずはじめにお読みください） 」

本製品は競技専用です。本製品はｴﾝｼﾞﾝの性能を100％発揮させることを目的と

しているため、幅広い範囲での噴射量設定が可能です。従いまして本製品を使
用する際には、必ず、ｾｯﾃｨﾝｸﾞ不良などによる万一のｴﾝｼﾞﾝｽﾄｰﾙなどに対応で
きる、ｻｰｷｯﾄ等の安全な走行環境、ﾍﾙﾒｯﾄなどの安全装備の着用など安全に関
する注意を最大限に払っていただきますようお願いいたします。

ｺﾝﾄﾛｰﾗはある程度、防滴性能を考慮しておりますが、設置に際しては直接雨滴
などがかからない場所への設置をお願いいたします。

排気管近傍などの極端に高温になるの場所へのｺﾝﾄﾛｰﾗ設置はお避けください。

ｴﾝｼﾞﾝを始動させた状態でのｾｯﾃｨﾝｸﾞや点検時には換気のよい場所にて行って
くださいますようお願いいたします。

燃料配管系は高圧がかかっておりますので、性能、安全の維持のためにこまめ
に点検いただきますようお願いいたします。また、走行前には必ず点検を実施し
てください。 また、分解時は火気を避けてください。

事故を避けるため、燃料配管系の分解を行う場合にはあらかじめ燃料系配管内
の圧力を抜いてから行っていただきますようお願いいたします。

本製品の目的外使用、お客様による製品の改変は行われないようお願いいたし
ます。

お客様は添付ｿﾌﾄｳｴｱを含む本製品の構成部品を、ﾘﾊﾞｰｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ、逆ｺﾝﾊﾟ
ｲﾙ、あるいは逆ｱｾﾝﾌﾞﾙすることはできません。

本製品と他社製品の組み合わせての使用による、他社製品の不具合に関して
当方では責任を負いかねますのでご了承ください。

注意事項を遵守せずに使用したことにより事故や損害が発生した場合、当方で
は一切の賠償・責任を負いかねますのでご了承ください。

ご使用前に、本取り扱い説明書をお読み頂き、正しい使い方をしていただきます
ようお願いいたします。
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「　ﾕﾆｯﾄ接続時の注意　」

　車両の配線に接続する場合や、ﾊｰﾈｽにﾕﾆｯﾄを取り付けまたは取り外す場
合には、ﾊﾞｯﾃﾘｰに接続されているｶﾌﾟﾗや端子を取り外してから行ってください。
ﾊﾞｯﾃﾘｰをはずさずに作業を行われた場合の故障等に関しては、当方では保証
できませんのでご了承ください。

　ﾊｰﾈｽ敷設後、初めて接続される場合には、ECUのﾗﾝﾌﾟ表示をよくご覧くださ
い。もし、電源ﾗﾝﾌﾟがつかない場合は、ﾊｰﾈｽ敷設時の電源への接続不良や、
逆接続もありえますので、速やかにIGｷｰをｵﾌ、ﾊﾞｯﾃﾘｰの接続をはずして、
ECUをはずしてください。

　ECUから出ている配線は小型化のため細いものを使用しております。ｶﾌﾟﾗの
取り外しの際は、十分注意してくださいますよう、宜しくお願いいたします。
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「 使用上のご注意　（まずはじめにお読みください） 」

注意

水濡れ
厳禁

静電気等、
電撃禁止
磁石禁止

危険

!
配管圧力
4kgf/cm2

以上有り

分解時
火気厳禁

警告

For Racing
Use Only
For Racing
Use Only

競技専用
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　「ECU機能概要」

「　外観　」

　FiｼｽﾃﾑECU(Electronic Control Unit)の外観を写真1に示します。

　写真1 　FiｼｽﾃﾑECU外観

ECU本体

通信ｶﾌﾟﾗｶﾌﾟﾗ：
ECU8P

ｶﾌﾟﾗ：
ECU10P

　使用時はECU8P、ECU10Pのｶﾌﾟﾗを車両に取り付けたﾊｰﾈｽと接続します。接続する
際にはｶﾌﾟﾗ本体をもって、カチッと音がするまで押し込みます。また、取り外し時にはｶﾌﾟ
ﾗ上部のﾎﾞﾀﾝを押し込んだ後、ｶﾌﾟﾗ同士を引っ張ります。（配線部を引っ張らないように
してください。断線故障の原因になります。）

　通信ｶﾌﾟﾗはｾｯﾃｨﾝｸﾞ時などの場合のみ、専用ｹｰﾌﾞﾙでPCと接続します。なお、電源ｵﾝ
の状態でも、つけたり、はずしたりすることができます。

(1)　「システム概要」
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　FiｼｽﾃﾑECU本体には2つのLEDﾗﾝﾌﾟがあります。

　写真向かって右側のﾗﾝﾌﾟは、ｼｽﾃﾑ情報表示で、赤色のﾗﾝﾌﾟです。これは、噴射ﾀｲﾐ
ﾝｸﾞ信号入力の表示、ｼｽﾃﾑｴﾗｰ等を表示します。表示内容はﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗのﾗﾝﾌﾟと
同じです。 （設定回転数での点灯＝簡易ｼﾌﾄｱｯﾌﾟｲﾝｼﾞｹｰﾀはﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗのみの表
示です。）表示内容は、「ﾗﾝﾌﾟの表示機能」をご参照ください。

　写真向かって左側のﾗﾝﾌﾟは電源表示で、電源が入っているときに点灯します。

　ECU電源は、IGｷｰｵﾌ後、ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀの変更ﾁｪｯｸ、保存の間だけ電源ｵﾌが延期さ
れます。またｴﾝｼﾞﾝ回転速度が一定以上の場合もｵﾌしません。（ただし、この状態のと
きはｴﾝｼﾞﾝはｵﾌ状態になるように制御されていますので、IGｷｰｵﾌとともにｴﾝｼﾞﾝは停
止します。）　この動作以外では、常時電源を必要としませんので、電源ｵﾌ時に接続し
たままでも、ﾊﾞｯﾃﾘｰを消費することはありません。

赤、ｼｽﾃﾑの情報
ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗの表示と同じ

緑、電源ﾗﾝﾌﾟ
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「噴射時間制御」

　本ｼｽﾃﾑは、吸入空気量をｽﾛｯﾄﾙ開度とｴﾝｼﾞﾝ回転速度から推定し、それに対する燃
料噴射量（噴射時間）を制御します。実際の制御はｽﾛｯﾄﾙ開度×ｴﾝｼﾞﾝ回転速度毎に、
噴射時間を設定できる噴射時間ﾏｯﾌﾟを持っており、そのﾏｯﾌﾟからｲﾝｼﾞｪｸﾀの噴射容量
X 噴射時間で噴射量を制御しています。ﾏｯﾌﾟの設定はPCを用いて行うことが可能で、
各軸の本数、軸の値を変更することが可能です。ｽﾛｯﾄﾙ開度や、ｴﾝｼﾞﾝ回転速度が軸
間の値を取った場合でも補完計算により噴射量を算出しています。

　なお、本ｼｽﾃﾑには吸気温度ｾﾝｻを備えて
おりませんが、 （季節によって異なる）吸入
空気温度による、比重変化に大しては、比
例計算で対処できますので、ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰ
ﾗやPCで簡単にｾｯﾄしなおすことができます。
（詳細は、「 ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ 」項目参照）

　また、噴射時間はｴﾝｼﾞﾝ温度による補正（暖気補正）、始動時の増量補正を行うことが
可能です。噴射ｻｲｸﾙ間の急激なｽﾛｯﾄﾙ操作に対する補正噴射（非同期噴射）も行うこ
とができますので、急なｽﾛｯﾄﾙ操作に対するﾚｽﾎﾟﾝｽを確保するようにｾｯﾃｨﾝｸﾞすること
が可能です。
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「 D-Jetro版について 」

　D-Jetro(回転数圧力方式またはｽﾋﾟｰﾄﾞﾃﾞﾝ
ｼﾃｨ方式、以降本ﾏﾆｭｱﾙではD-Jetro方式と
記述)に対応したECUでは、吸入空気量を吸
気管圧力とｴﾝｼﾞﾝ回転速度から推定し、それ
に対する燃料噴射量（噴射時間）を制御しま
す。実際の制御は吸気管圧力×ｴﾝｼﾞﾝ回転
速度毎に、噴射時間を設定できる噴射時間
ﾏｯﾌﾟを持っており、そのﾏｯﾌﾟからｲﾝｼﾞｪｸﾀの
噴射容量 X 噴射時間で噴射量を制御してい
ます。ﾏｯﾌﾟの設定変更操作方法はｽﾛｯﾄﾙ開
度×ｴﾝｼﾞﾝ回転速度のﾊﾞｰｼﾞｮﾝとほぼ同じで
す。



「その他の制御」

　噴射に必要な燃料に圧力をかける、燃料ﾎﾟﾝﾌﾟの駆動をｺﾝﾄﾛｰﾙしています。燃料ﾎﾟﾝ
ﾌﾟは、消費電力をおさえるため、低回転域でﾊﾟﾙｽ駆動、高回転域でPWMによる電流制
御をしており、ﾊﾟﾙｽ駆動が駆動時間をﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧で、間隔を噴射合計時間で制御、ま
たPWM駆動は回転速度によりﾃﾞｭｰﾃｨｰ比を制御しています。これらの動作基準をPCか
ら設定することができます。

※ｵｰﾌﾟﾝﾙｰﾌﾟ制御ですので必要な圧力になるように設定してください。
※設定方法の詳細は、(2)章の 「　ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動の設定　」をご参照ください。
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「他のｼｽﾃﾑ構成部品の機能概観」

「 ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨｰ 」

　吸気量をｺﾝﾄﾛｰﾙする本体です。ｲﾝｼﾞｪｸﾀお
よび、ｽﾛｯﾄﾙｾﾝｻが取り付けられています。ｱｲ
ﾄﾞﾙ時の吸気量調整用ｽｸﾘｭｰもここにあります。
D-Jetro版では圧力ｾﾝｻへのﾁｭｰﾌﾞも接続しま
す。

「 ｼｸﾞﾅﾙﾕﾆｯﾄ 」

　このﾕﾆｯﾄは、CDIｺｲﾙに供給されている信号
から、噴射ﾀｲﾐﾝｸﾞ用の信号を作り出すﾕﾆｯﾄで、
ｸﾗﾝｸ2回転あたり1回の信号を出力します。

「 温度ｾﾝｻ 」

　温度検知用の素子が封入されています。ｼﾘ
ﾝﾀﾞ側面に取り付けていただくことによって、ｴﾝ
ｼﾞﾝの温度を検知し、暖気時の増量補正をｺﾝﾄ
ﾛｰﾙします。

「 ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ 」

　噴射量の全体ｺﾝﾄﾛｰﾙ用のﾀﾞｲｱﾙと、情報表
示用ﾗﾝﾌﾟが取り付けられています。詳細は次
章で説明いたします。

「 燃料ﾎﾟﾝﾌﾟ 」

　ｶﾞｿﾘﾝ用、12V駆動のｲﾝﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟです。最大
吐出圧力は約4kgf/cm2です。ｼｽﾃﾑでの定格
圧力は2.5kgf/cm2です。
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「 ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ 」

　燃料配管の途中につけられ、燃料系の圧力
を一定に保ちます。

「 ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ 」

　ﾎﾟﾝﾌﾟの間欠駆動による燃料系の圧力の変
動を吸収します。ﾄｯﾌﾟには燃圧計が取り付け
られます。

「 圧力ｾﾝｻ 」 ※D-Jetro版のみ

　吸気管圧力を測定するｾﾝｻです。

1-6



「ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ」

「　機能　」

　ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗは、噴射時間（ﾏｯﾌﾟ全体）を定数倍することができる燃調ﾀﾞｲｱﾙと、ECU
の情報を表示するｼｽﾃﾑ情報表示ﾗﾝﾌﾟで構成されています。付属するｽﾃｯｶｰを貼り付
けることによって大まかな定数がわかりますので、ｾｯﾃｨﾝｸﾞに役立てることができます。

　ﾀﾞｲｱﾙによって0.1倍から1.9倍までかなり大きな範囲で変更することが可能です。
表示は水平の位置が1倍で左回転（上側の目盛）が増量の方向（1～1.9倍）、右回転（下
側の目盛）が減量の方向（0.1～1倍）です。最小目盛は0.1です。

　なお、これらの定数倍設定はPCから任意の値に変更することが可能ですので、調整
幅を広くしたり（例えば　0.05倍～4倍など)、狭くしたり（例えば0.5倍～1.5倍など）するこ
とができます。　

「　外観　」

燃調ﾀﾞｲｱﾙ

ｼｽﾃﾑ情報
表示ﾗﾝﾌﾟ
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「　使用例　」

　ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗは全体を変化させるという原始的な設定しかできませんが、やり方次第
ではかなり追い込んだｾｯﾃｨﾝｸﾞが可能です。以下はFiｼｽﾃﾑを普段使う上での、ﾀﾞｲｱﾙ
の使用の一例です。

通常、まったく仕様の異なるｴﾝｼﾞﾝに対してｾｯﾃｨﾝｸﾞをはじめるときは、まず、
ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞのからはじめる。この際、まずﾀﾞｲｱﾙを回しながらｴﾝｼﾞﾝがかかると
ころを探し（ｽﾛｯﾄﾙは通常のｱｲﾄﾞﾙより開き目）、かかった後はﾘｯﾁ（増量側）
で失火し始める限界や、ﾘｰﾝ側（減量側）で失火し始める限界を探り、そのほ
ぼ中間よりﾘｯﾁ側に合わせて、同ｽﾛｯﾄﾙ開度で、回転速度がもっとも高くなる
ようにする。そこの定数の値をｾｯﾃｨﾝｸﾞｿﾌﾄｳｴｱで現在のﾏｯﾌﾟのｱｲﾄﾞﾙ付近
に乗数倍する。（※　どうにか、ｱｲﾄﾞﾙするようになったら暖気し終わってから
ｾｯﾃｨﾝｸﾞを探るのが望ましい）

ﾆｭｰﾄﾗﾙ状態で、ｱｲﾄﾞﾙと同じように探った定数で全体のﾏｯﾌﾟを大まかに調整
し（ﾏｯﾌﾟ全体の大まかな形はｴﾝｼﾞﾝの使用によってもそれほど大きくずれな
いので、無負荷時の様子を見て全体に乗数を掛ける。）、実際走る状況を、ｼｬ
ｼｰﾛｰﾗ上など再現して、ﾀﾞｲｱﾙで各負荷、回転域での定数を探る。その値を
使ってｾｯﾃｨﾝｸﾞしなおす。

暖気完了後のｱｲﾄﾞﾙ付近が有ってしまえば、次は冷間始動時、（暖気中に）ﾀﾞ
ｲｱﾙをﾘｯﾁ，ﾘｰﾝに振ってみてその気温での、ベストの増量具合を探り、ｾｯﾃｨ
ﾝｸﾞしなおす。

走行していて、気温のずれなどで空燃比がずれているなと感じたら、ﾘｰﾝ、ﾘｯ
ﾁのどちらかに振ってみて、ﾍﾞｽﾄを探り、その状態で走行する。
（ある程度ｾｯﾃｨﾝｸﾞがあっているﾏｯﾌﾟなら、ずれても定数倍でずれるのでこれ
で十分性能が出る。）

燃料配管系の分解をする際、ﾎﾟﾝﾌﾟの（－）配線をはずしたままｴﾝｼﾞﾝをかけ、
ﾎﾟﾝﾌﾟを回さない状態で、残圧をｴﾝｼﾞﾝで使い切ることにより、燃料配管分解
時に燃料が噴出さないようにする。その際、残圧の低下とともにﾀﾞｲｱﾙをﾘｯﾁ
がわに回しながら、ｴﾝｼﾞﾝをまわしつづけることで、ほぼゼロ近くまで残圧を
抜くことができる。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)
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「ﾗﾝﾌﾟの表示機能」

　ECU本体の赤の表示ﾗﾝﾌﾟ、およびﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗの表示ﾗﾝﾌﾟは、次の情報を表示しま
す。

「噴射ﾀｲﾐﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙ入力」

　ｴﾝｼﾞﾝ始動していない状態で、ｷｯｸﾍﾟﾀﾞﾙや、ｾﾙﾓｰﾀによりｴﾝｼﾞﾝが回転し
た際に、噴射ﾊﾟﾙｽがECUに入力されると、入力のたびに点灯と消灯を繰り
返します。ｴﾝｼﾞﾝが始動すると、この表示機能は終了します。この表示によっ
てｼｸﾞﾅﾙﾕﾆｯﾄが正常かどうかを知ることができます。

「設定回転速度での点灯（簡易ｼﾌﾄｱｯﾌﾟｲﾝｼﾞｹｰﾀ）」
※ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗの表示のみ

　ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｴｱ（SWB）にて設定したｴﾝｼﾞﾝ回転速度以上になった場合に
点灯します。

「ｲﾝｼﾞｪｸﾀ配線断線警告表示」

　ｲﾝｼﾞｪｸﾀへの配線が断線した場合に点灯します。点灯ﾊﾟﾀｰﾝは以下のとお
り。

「ﾎﾟﾝﾌﾟ配線断線警告表示」

　ﾎﾟﾝﾌﾟへの配線が断線した場合に点灯します。点灯ﾊﾟﾀｰﾝは以下のとおり。

「ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧低下警告表示」

　ﾊﾞｯﾃﾘｰの電圧が低くなりすぎた場合に点灯します。（※注1）　点灯ﾊﾟﾀｰﾝ
は以下のとおり。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

0.2秒

1.2秒

消灯

点灯

0.2秒

1.2秒

消灯

点灯

0.2秒

1.2秒

消灯

点灯
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「開弁率100%警告表示」

　設定した噴射時間がｴﾝｼﾞﾝ2回転（噴射間隔）の時間を超えた場合、すなわ
ち設定したとおりの噴射時間だけ噴射することができない場合に点灯します。
通常このようなことは起こらないとは思われますが、この表示が出た場合で
もﾘｰﾝのｾｯﾃｨﾝｸﾞであった場合はｲﾝｼﾞｪｸﾀの噴射容量が足りないことを意味
します。点灯ﾊﾟﾀｰﾝは以下のとおり。

(6)

(7)

0.2秒

1.2秒

消灯

点灯

※注1　ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧低下警告について
　ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧低下警告は12V以下になった場合に点灯します。通常ﾊﾞｯﾃﾘｰは
12V以上保っているのが正常といえますので、このような表示が出た場合は、速
やかに充電を行ってください。頻繁にこの表示が出る場合は、ﾎﾟﾝﾌﾟを回す周期が
短すぎると考えられますので、ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動設定を見直してくださるようお願いいたし
ます。なお、この表示が出た場合でも噴射制御は停止しませんので、万が一走行
中に低電圧になった場合でも、電圧低下によるﾎﾟﾝﾌﾟ吐出圧力低下分をﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄ
ﾛｰﾗをﾘｯﾁ側ににまわしながら走行することが可能ですので、充電可能な場所ま
で移動できます。

「設定ﾏｯﾌﾟ読込異常表示」

　起動時に保存用ﾒﾓﾘから読み込んだ制御用ﾏｯﾌﾟに異常があった場合に点
灯します。
　通常このようなことは起こらないとは思われますが、この表示が出た場合、
ｺﾝﾄﾛｰﾗはすべての制御を中止します。PCに保存してあるﾏｯﾌﾟを再送信し、
再起動しても、修復できない場合、FCデザインまでご連絡ください。
点灯ﾊﾟﾀｰﾝは以下のとおり。

0.2秒

1.2秒
消灯

点灯

1.2秒
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(2)　「ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｴｱ（導入編）～SWBﾁｭｰﾄﾘｱﾙ」

　Windowsの各ﾊﾞｰｼﾞｮﾝに対応したｾｯﾃｨﾝｸﾞﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸのDISK1をﾌﾛｯﾋﾟ-ﾄﾞﾗｲﾌﾞに挿入
し、setup.exeを実行して下さい。

　配布ﾒﾃﾞｨｱがCD-ROMの場合は各ﾊﾞｰｼﾞｮﾝに対応したﾌｫﾙﾀﾞのsetup.exeを実行して下
さい。

　なお、対応するOSとｾｯﾄｱｯﾌﾟの組み合わせの最新情報は、CD-ROMｹｰｽのﾗﾍﾞﾙに記
載しています。ご確認の上、実行して下さい。

　以降、画面の表示に従いｲﾝｽﾄｰﾙを完了して下さい。

(注）お客様のﾊﾟｿｺﾝのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ、環境により、ｾｯﾄｱｯﾌﾟ中に再起動が必要となる場合が
ございますので、ｲﾝｽﾄｰﾙの際には、使用中のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、ﾃﾞｰﾀを保存した上で終了
させておいてください。

　基本噴射時間、補正係数などのECUの設定値は、Windows（※1）のﾊﾟｿｺﾝ（※2）で動
作するｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｴｱ、Setting Workbench For Windows（以下SWB)で設定します。次
にこのｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｴｱの使い方の概要をご説明します。詳細については、追補版にて
記載予定です。

※1　対応するWindowsのバージョンに関しては最新の情報をfc-designのWebでご確認
ください。

※2　使用するﾊﾟｿｺﾝにはｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄが必要です。ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄが無い場合、USBｼﾘｱﾙ変
換ｱﾀﾞﾌﾟﾀの使用をお勧めします。最新の情報はfc-designのWebでご確認ください。

SWBのアイコン
（ｴﾝｼﾞﾝ回転速度計
のｲﾒｰｼﾞです。）

「　インストール　」
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　SWBは主に以下の機能を持っています。

「基本噴射時間の設定」　ｐ2-11～

　各ｴﾝｼﾞﾝ回転速度、ｽﾛｯﾄﾙ開度毎（D-Jetroの場合は吸気管圧力毎)の基
本噴射時間を書きかえ、もしくは基本噴射時間ﾏｯﾌﾟを全体もしくはｽﾛｯﾄﾙ開
度域毎に定数倍することができます。

「補正係数の設定」 p2-22～

　基本噴射時間を補正する、暖気、始動増量補正係数の設定を行います。
暖気補正は、ｴﾝｼﾞﾝ温度が低い場合に、燃料の気化不足や空気の密度が高
いことによる燃料の増量分を補正します。始動増量は始動後、回転が安定
するまでの間の増量を行います。始動後の増量が終了するまでの時間も設
定できます。

「始動時噴射時間の設定」　p2-24

　ｴﾝｼﾞﾝが始動するまでの間に噴射する時間の設定を行います。ｴﾝｼﾞﾝが始
動するまでの間は、ｽﾛｯﾄﾙ開度によらず、ｴﾝｼﾞﾝ温度により設定される一定
の噴射時間で噴射します。

「非同期噴射時間の設定」　p2-24

　正規の噴射時期の間に、急激なｽﾛｯﾄﾙの操作があった場合に、足りなくな
る燃料を補正噴射する、非同期噴射時間の設定をします。

「ﾌｭｰｴﾙｶｯﾄの設定」　p2-24

　FIは設定回転速度以上でｽﾛｯﾄﾙがｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝ（ｽﾛｯﾄﾙｾﾝｻの値がｱｲ
ﾄﾞﾙ判定閾値以下）の場合、燃料噴射をｶｯﾄします。設定はｴﾝｼﾞﾝ温度に対し
て設定します。ｴﾝｼﾞﾝが冷えている場合は設定回転速度を高くします。これ
により、無駄な燃料消費を押さえることができます。

「ﾚﾌﾞﾘﾐｯﾀの設定」　p2-21

　FIは設定回転速度以上で燃料噴射をｶｯﾄします。過回転によるｴﾝｼﾞﾝの破
損を防止する制御です。不要な場合は実際の上限ｴﾝｼﾞﾝ回転速度よりも高
い回転速度に設定して下さい。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

「　機能概要　」
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「ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動の設定」　p2-19

　燃料ﾎﾟﾝﾌﾟは使用電流を下げるために間欠で駆動されます。駆動する間隔は
噴射時間合計により設定できます。一回に駆動する時間をﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧により
設定します。設定は、ﾚｷﾞｭﾚｰﾀが2.5kgf/cm2以上になると圧力を抜き一定に保
ちますので、2.5kgf/cm2の圧力を保持するのに十分なだけ駆動するように設
定します。
　設定は2つそれぞれの設定値に対し、ひとつずつの設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀがあります。

※　ﾎﾟﾝﾌﾟを駆動しすぎるとﾊﾞｯﾃﾘｰが弱りやすくなりますので、圧力を保持でき
る程度に設定するようにして下さい。

「ﾚﾌﾞｲﾝｼﾞｹｰﾀ（簡易ｼﾌﾄｲﾝｼﾞｹｰﾀ）の設定」　p2-21

　ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ上のｲﾝｼﾞｹｰﾀが点灯するｴﾝｼﾞﾝ回転速度を設定します。

「各補正値、非同期噴射の有効、無効の設定」　p2-18

　各補正値は、基本噴射時間のｾｯﾃｨﾝｸﾞの際ﾘｯﾁ、ﾘｰﾝがわかりやすくなるよう
に無効にすることができます。

「ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗの有効、無効の設定」　p2-18

　ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗのﾀﾞｲｱﾙによるﾘｯﾁ、ﾘｰﾝの設定を無効にすることができます。
ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗを接続しない場合も無効にして下さい。

「ﾊｰﾄﾞｳｴｱの設定」　

　ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨｰを交換した場合などに変更が必要になります。
　

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)
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　SWBでは各制御の関係を「噴射制御」のﾀﾌﾞで選択される画面上に表示していま
す。この画面上で、各設定の黄色の文字をｸﾘｯｸすると、その設定の画面にｼﾞｬﾝﾌﾟ
できます。
　
　

　SWBでは各制御の関係を「噴射制御」のﾀﾌﾞで選択される画面上に表示していま
す。この画面上で、各設定の黄色の文字をｸﾘｯｸすると、その設定の画面にｼﾞｬﾝﾌﾟ
できます。
　
　

「ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀ」

　ECU内の情報の内、ｽﾛｯﾄﾙ開度、ｴﾝｼﾞﾝ温度、ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗの値、ｴﾝｼﾞﾝ回
転速度、ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧、噴射時間を通信にて取得し、表示することができます。
表示間隔は（ﾊﾟｿｺﾝの性能にもよりますが）約1秒に1回です。

「設定データの保存、読み込み」

　設定ﾃﾞｰﾀをﾌｧｲﾙに保存することができます。また、保存されている設定ﾃﾞｰﾀ
を読み込んでECUに送ることもできます。

(12)

(13)

　次に、SWBの操作の中心になる、基本噴射時間の設定変更と、ECUへ送受信、保存、
ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀの使い方について説明します。
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「　SWBの起動　」
　
SWBは「ｽﾀｰﾄ」→「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」→「Setting Workbench」→ 「Setting Workbench」をｸﾘｯｸす
ると起動します。

※注

　SWBは1つ起動しているときに、2つ目のSWBを起動することができます。2つ以上同
時に起動することができますので、たとえば以前のｾｯﾃｨﾝｸﾞのﾌｧｲﾙを読み込んでお
いたSWBと、現在のECUの設定を読み込んだSWBを比較しながら設定するようなこと
も可能です。ただし、この場合SWBは同じﾌｧｲﾙへの保存等に対して警告を出しませ
んので、ご自身で管理しながら設定を行ってください。

※注

　SWBは1つ起動しているときに、2つ目のSWBを起動することができます。2つ以上同
時に起動することができますので、たとえば以前のｾｯﾃｨﾝｸﾞのﾌｧｲﾙを読み込んでお
いたSWBと、現在のECUの設定を読み込んだSWBを比較しながら設定するようなこと
も可能です。ただし、この場合SWBは同じﾌｧｲﾙへの保存等に対して警告を出しませ
んので、ご自身で管理しながら設定を行ってください。

「　SWBの終了　」

　SWBはｳｲﾝﾄﾞｰ上部、左右中央付近の「終了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするか、上端右端のXﾎﾞﾀﾝを
ｸﾘｯｸする、もしくは「ﾌｧｲﾙ」ﾒﾆｭｰの「終了」をｸﾘｯｸすると終了します。この際、読み込ん
だﾃﾞｰﾀに変更があった場合保存を確認するﾒｯｾｰｼﾞが表示されますので、保存もしくは
ｷｬﾝｾﾙをｸﾘｯｸしてください。

「　SWBの起動 ・ 終了　」
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ECUの噴射設定にかかわるﾃﾞｰﾀを変更する、基本的な流れをご説明します。

「　設定処理の流れ　」

設定を変更す
る

ECUから設定

を読み込む

ﾌｧｲﾙから設
定を読み込む

ECUにﾃﾞｰﾀを

送信する
ﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀ
を保存する

A

B

　SWBは起動直後は、設定ﾃﾞｰﾀが空
の状態になっています。まずはECU
か、ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀを読み込む必要
があります。SWBは起動直後の状態
では、「ﾌｧｲﾙの読み込み」、「受信」以
外の項目を選択することはできませ
ん。

　※A　ECUから読み込んだﾃﾞｰﾀは

万一のためできる限り保存することを
お勧めします。

　次に、基本噴射時間や、ﾎﾟﾝﾌﾟ設定
など、目的の項目を変更します。

　その後、ﾃﾞｰﾀを保存するか、ECUに
ﾃﾞｰﾀを送信します。

　変更は「送信」するまでは、ECU内
の設定に反映されませんのでご注意
ください。

　※B　送信前にﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀを保存

することをお勧めします。

　ECUは送信後、変更をすぐに制御
に反映しますので、特にｴﾝｼﾞﾝを再始
動する必要などはありません。

　ECU内では、変更された設定はIGｽ
ｲｯﾁが切られた時に保存処理を行い
ます。

2-7 2-9

2-11
~

2-23

2-10 2-24

　設定変更前にECUから設定を読
み込んでおき、その後ﾌｧｲﾙやECU
の受信ﾃﾞｰﾀを変更し、送信すると、
変更のある個所のみ送信されます
ので、送信時間が短くなります。
　ｴﾝｼﾞﾝをｵﾝしたままで、刻々と変
化させていってｾｯﾃｨﾝｸﾞする場合
に便利です。

　設定変更前にECUから設定を読
み込んでおき、その後ﾌｧｲﾙやECU
の受信ﾃﾞｰﾀを変更し、送信すると、
変更のある個所のみ送信されます
ので、送信時間が短くなります。
　ｴﾝｼﾞﾝをｵﾝしたままで、刻々と変
化させていってｾｯﾃｨﾝｸﾞする場合
に便利です。
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「ECUのﾃﾞｰﾀを受信する」

　ECUとﾊﾟｿｺﾝを付属の通信ｹｰﾌﾞﾙで接続しま
す。

　「受信」ボタンを押すと、「COM PORT」のｳｲﾝ
ﾄﾞｰが開きますので、ﾎﾟｰﾄ番号を設定し「OK」ボ
タンをクリックして下さい。

受信中はﾏｳｽｱｲｺﾝが砂時計表示になり、その
間、SWBは操作できません。受信には約10秒
程度かかります。

受信が終了すると、受信動作完了のﾒｯｾｰｼﾞが
表示されますので「OK」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

受信ﾎﾟｰﾄのﾎﾟｰﾄ番号はﾊﾟｿｺﾝの「ｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛﾊﾟ
ﾃｨ」で確認できます。

　間違ったﾎﾟｰﾄ番号を設定した場合、SWBはｴﾗｰ
ﾒｯｾｰｼﾞを表示しますので、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「ﾂｰﾙ」
→「通信ﾎﾟｰﾄ番号」をｸﾘｯｸし、「COM PORT」ｳｲ
ﾝﾄﾞｰで正しい番号を設定、「OK」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし
た後、再び「受信」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

ｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ 通信ﾎﾟｰﾄ番号の再設定

受信完了のﾒｯｾｰｼﾞ

受信ﾎﾞﾀﾝ

通信ｹｰﾌﾞﾙの接続

「　ECUのﾃﾞｰﾀを読み込む　」
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　受信動作が完了すると下図のような画面表示
になります。

　ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰに読み込んだECUのIDや、設定の
最終変更日時が表示されます。 ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰの表示

読み込んだ後の状態

※注　

　受信したﾃﾞｰﾀは変更を加える前に、なるべくﾌｧｲﾙに保存するようにして下さい。ﾌｧ
ｲﾙ同士を比較することにより、どこを変更したかがわかれば、ｾｯﾃｨﾝｸﾞの参考にも
なりますし、万が一、変更に失敗した場合や、ECU中のﾃﾞｰﾀが失われた場合に役立
ちます。

　ECUとのﾃﾞｰﾀの送受信は、各ECUのﾊﾞｰｼﾞｮﾝに対応したSWBでのみ可能です。必
ず商品に添付されるCD-ROMからｾｯﾄｱｯﾌﾟしたSWB、もしくは対応版にﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ
したSWBをお使いください。

※注　

　受信したﾃﾞｰﾀは変更を加える前に、なるべくﾌｧｲﾙに保存するようにして下さい。ﾌｧ
ｲﾙ同士を比較することにより、どこを変更したかがわかれば、ｾｯﾃｨﾝｸﾞの参考にも
なりますし、万が一、変更に失敗した場合や、ECU中のﾃﾞｰﾀが失われた場合に役立
ちます。

　ECUとのﾃﾞｰﾀの送受信は、各ECUのﾊﾞｰｼﾞｮﾝに対応したSWBでのみ可能です。必
ず商品に添付されるCD-ROMからｾｯﾄｱｯﾌﾟしたSWB、もしくは対応版にﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ
したSWBをお使いください。

最終更新日時
ECUのID
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　上部右側にある「開く」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、「開
く」のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾞﾎﾞｯｸｽが開きますので、開きたい
設定ﾌｧｲﾙを指定して「開く」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてくだ
さい。設定ﾌｧｲﾙの拡張子は.swpです。読み込
みが終了したら、「読み込み完了!!」のメッセー
ジが表示されますので「OK]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてくだ
さい。

　設定ﾌｧｲﾙにはﾊｰﾄﾞｳｴｱの設定が保存されています。異なるECUから受信・保存したﾃﾞｰ
ﾀは送信できない構造になっています。他ECUﾃﾞｰﾀの噴射設定の取り込みは今後のﾊﾞｰ
ｼﾞｮﾝで対応する予定です。

　設定ﾌｧｲﾙにはﾊｰﾄﾞｳｴｱの設定が保存されています。異なるECUから受信・保存したﾃﾞｰ
ﾀは送信できない構造になっています。他ECUﾃﾞｰﾀの噴射設定の取り込みは今後のﾊﾞｰ
ｼﾞｮﾝで対応する予定です。

読み込み完了

「開く」ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽ

「開く」ﾎﾞﾀﾝ

「　ﾌｧｲﾙから設定を読み込む　」
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　設定ﾌｧｲﾙを開いたり、ﾃﾞｰﾀを受信するとそれ
らのﾃﾞｰﾀを保存することができます。

　ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰに読み込んだECUのIDや、設定の
最終変更日時が表示されます。

　保存するﾌｧｲﾙにはｺﾒﾝﾄを加えることができま
す。たとえば、排気量などのｴﾝｼﾞﾝ仕様や、設
定場所、設定の特徴などを自由に書きこむこと
が可能です。

　ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「ﾌｧｲﾙ」→「ｾｯﾃｨﾝｸﾞをﾌｧｲﾙ名をつ
けて保存する」をｸﾘｯｸすると、ｺﾒﾝﾄ入力のﾀﾞｲｱ
ﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

（読み込んだﾌｧｲﾙに上書き保存する場合は、ﾒ
ﾆｭｰﾊﾞｰの「ﾌｧｲﾙ」→「ｾｯﾃｨﾝｸﾞを上書き保存す
る」をｸﾘｯｸして下さい。）

　変更の元の設定ﾃﾞｰﾀがﾌｧｲﾙの場合は、保存
されていたﾌｧｲﾙ中のｺﾒﾝﾄが、ECUから読み込
んだﾃﾞｰﾀの場合は「No Comment」と表示され
ています。ここに自由にｺﾒﾝﾄを入力し「OK」ﾎﾞﾀ
ﾝをｸﾘｯｸして下さい。表示されているｺﾒﾝﾄのま
ま保存する場合も「OK」をｸﾘｯｸして下さい。また、
不要の場合は「ｷｬﾝｾﾙ」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。
「ｷｬﾝｾﾙ」の場合、ｺﾒﾝﾄは「No Comment」と保
存されます。

　「OK」もしくは「ｷｬﾝｾﾙ」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、
「名前をつけて保存」のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示さ
れますので、任意のﾌｫﾙﾀﾞに、任意のファイル
名をつけ、保存して下さい。　

ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰの表示

名前をつけて保存

最終更新日時
ECUのID

「　設定ﾃﾞｰﾀをﾌｧｲﾙに保存する　」

　ｺﾒﾝﾄはﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「編集」→「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ」をｸﾘｯｸすると表示される、Data Propertyのｳｲﾝ
ﾄﾞｰ内の「ﾌｧｲﾙｺﾒﾝﾄ」の項目で確認することができます。

　ｺﾒﾝﾄはﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「編集」→「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ」をｸﾘｯｸすると表示される、Data Propertyのｳｲﾝ
ﾄﾞｰ内の「ﾌｧｲﾙｺﾒﾝﾄ」の項目で確認することができます。

ｺﾒﾝﾄﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

2-10



　

　読み込んだﾃﾞｰﾀで、基本噴射時間の設定を
変更する場合の説明をします。

　基本噴射時間は、設定されたｴﾝｼﾞﾝ回転速度
軸、ｽﾛｯﾄﾙ開度軸上の値を直接書きかえる方
法と、ｽﾛｯﾄﾙ開度領域毎に定数倍する方法が
あります。

◆　直接噴射時間を書きかえる方法

　「基本噴射量設定」のﾀﾌﾞをｸﾘｯｸすると、基本
噴射量設定の画面が開きます。

　画面の下側に、設定するｳｲﾝﾄﾞｰがあります。

　ｴﾝｼﾞﾝ回転速度軸選択、ｽﾛｯﾄﾙ開度軸選択の
　　　　　　ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると左側の図上で青丸
で示される、設定できるﾎﾟｲﾝﾄが移動しますの
で、設定したいﾎﾟｲﾝﾄまで移動します。
　　ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、一番端の軸までジャンプ
します。また、不要になった軸を削除したり、軸
間に新たに軸を増やす場合は　　　　をｸﾘｯｸし
て下さい

　軸の位置は　　　　　　　　　　　で調整すること
も、　　　　　　　　　　に直接値を入れて「更新」ﾎﾞ
ﾀﾝを押して書きかえることもできます。値は、両
隣の軸の間の値を入れてください。

　選択されたｴﾝｼﾞﾝ回転速度軸毎の設定は右
側に表示されます。

　左の立体的表示と右の平面表示の両方を見
ながら、噴射時間を設定します。

　噴射時間の設定は設定ｳｲﾝﾄﾞｰ上の　　　　　　
で設定することも、　　　　　　　　　　に直接値を
入れて「更新」ﾎﾞﾀﾝを押して書きかえることもで
きます。

軸上の点

基本噴射時間画面を開く

軸の選択

ｴﾝｼﾞﾝ回転速度軸毎の表示

噴射時間の設定ｳｲﾝﾄﾞｰ

「　基本噴射時間を変更する　」
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　設定によって、噴射時間が縦軸の上限を超え
てしまった場合、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「表示」→「標準」を
ｸﾘｯｸすると、軸の上限値が自動的に調整され
ます。また、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ付近などを調整する場合
は、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「表示」→「拡大」をｸﾘｯｸすると、
低回転速度、低開度域が拡大表示されます。

◆　ｽﾛｯﾄﾙ開度領域毎に定数倍する方法

　「設定方法」ｳｲﾝﾄﾞｰの「ｹﾞｲﾝによる調整」ﾎﾞﾀﾝ
をｸﾘｯｸすると、調整用の　　　　　　　　が並んだ
ｳｲﾝﾄﾞｰが表示されますので、右図のようにﾏｯﾌﾟ
表示が見えるように位置を調整して下さい。

　「ﾏｯﾌﾟ全体のｹﾞｲﾝ」ｳｲﾝﾄﾞｰに有る、　　　　　　
を操作すると、全設定ﾎﾟｲﾝﾄが定数倍され、ﾏｯﾌﾟ
表示が変更されます。

　「ｽﾛｯﾄﾙ範囲毎のｹﾞｲﾝ」のｳｲﾝﾄﾞｰの上部に有
る、「ｽﾛｯﾄﾙ%」の文字の右側に並ぶ数値は　　　
　　　　　　　　で噴射時間が調整されるｽﾛｯﾄﾙ開
度を示します。下部に並ぶ数値は、噴射時間に
掛けられる定数（ｹﾞｲﾝ）です。設定によって、ｹﾞｲ
ﾝを設定する開度の間にあるﾏｯﾌﾟ上のﾎﾟｲﾝﾄの
噴射時間値が、ｹﾞｲﾝで設定された間の値（直線
補完）で定数倍されます。

　調整により、ﾏｯﾌﾟ表示の画面上でﾏｯﾌﾟが変化
します。

　加えた変更をｷｬﾝｾﾙしたい場合はｷｬﾝｾﾙﾎﾞﾀ
ﾝをｸﾘｯｸして、ｳｲﾝﾄﾞｰを閉じてください。 「設定
方法」ｳｲﾝﾄﾞｰの「ｹﾞｲﾝによる調整」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ
する前の状態に戻ります。

　次にこの調整による定数倍の計算の詳細を
説明しますが、特にこれを理解せずとも、ﾏｯﾌﾟ
の形が変化して見れますので、それを見ながら
調整すればOKです。　

表示の拡大、標準 設定方法の選択

領域毎の定数倍設定の画面

ﾏｯﾌﾟ全体のｹﾞｲﾝ

ｽﾛｯﾄﾙ範囲毎のｹﾞｲﾝ
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★定数倍の詳細
　各開度毎に調整した値はその間を直線で結
ぶようにﾏｯﾌﾟを調整します。たとえば10%の　　　
　　　　　　　を0.5倍、40%の　　　　　　　　を1.2倍
に調整したとすると、その間の30%の位置にﾏｯﾌﾟ
のﾎﾟｲﾝﾄがあったとすると、0.5倍と1.2倍を結ん
だ直線上で、30%にあたる数値（この例で計算
すると約0.97倍）が掛けられ、ﾏｯﾌﾟに反映されま
す。　

現在のﾏｯﾌﾟ
1倍

開度10%のｹﾞｲﾝ値0.5

開度40%のｹﾞｲﾝ値1.2

開度30%にﾏｯﾌﾟのﾎﾟｲﾝﾄが
あったとしたら0.5と1.2を結

んだ線上の値が倍数される。

　一番左側の　　　　　　　　は、ｱｲﾄﾞﾙ領域の設
定用で、これで調整される領域は、開度0%から
　　　　　　　　　上部の数値で示される開度まで
で、範囲内のﾏｯﾌﾟ上のﾎﾟｲﾝﾄの噴射時間に対し、
一律に設定値で定数倍されます。

　　ｹﾞｲﾝを設定するｽﾛｯﾄﾙ開度の値は、任意の
値に調整できます。まず、 「ｽﾛｯﾄﾙ範囲毎のｹﾞ
ｲﾝ」ｳｲﾝﾄﾞｰにある、「範囲変更」の　　をｸﾘｯｸし
て下さい。

　噴射時間の定数（ｹﾞｲﾝ）を設定する、ｽﾛｯﾄﾙ
開度の位置を直接書き換えます。一番左の項
目はｱｲﾄﾞﾙ付近の調整用で、数値はｱｲﾄﾞﾙ判定
用のｽﾛｯﾄﾙ開度（ｱｲﾄﾞﾙを調整した後のｽﾛｯﾄﾙ
開度値を読取、それよりも若干開き目め）を記
入してください。

　変更が終了したら「ｹﾞｲﾝ変更」の　　をｸﾘｯｸし
て、噴射時間の調整を行ってください。

　噴射時間の変更が終了したら「OK」をｸﾘｯｸし
て元の画面へ戻ります。

「OK]「ｷｬﾝｾﾙ」ﾎﾞﾀﾝ

ｹﾞｲﾝを設定するｽﾛｯﾄﾙ開度変更
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※注
　一度OKをｸﾘｯｸして「直接入力」の画面へ戻ると、ｹﾞｲﾝの設定のすべてはﾏｯﾌﾟに反映
され、次に「ｹﾞｲﾝによる調整」ボタンをｸﾘｯｸした場合、ｸﾘｯｸした時点のﾏｯﾌﾟの状態をｹﾞ
ｲﾝ1.0として調整を開始することになります。尚、噴射時間のｹﾞｲﾝを調整するｽﾛｯﾄﾙ開
度の変更も、初期状態の数値に戻ります。

　ｽﾛｯﾄﾙ開度域ごとの設定によって、ﾏｯﾌﾟの形がｽﾑｰｽﾞにつながらない個所が出てく
る場合があります。その場合は、直接入力の画面に戻ってから微調整を行ってくださ
い。

※注
　一度OKをｸﾘｯｸして「直接入力」の画面へ戻ると、ｹﾞｲﾝの設定のすべてはﾏｯﾌﾟに反映
され、次に「ｹﾞｲﾝによる調整」ボタンをｸﾘｯｸした場合、ｸﾘｯｸした時点のﾏｯﾌﾟの状態をｹﾞ
ｲﾝ1.0として調整を開始することになります。尚、噴射時間のｹﾞｲﾝを調整するｽﾛｯﾄﾙ開
度の変更も、初期状態の数値に戻ります。

　ｽﾛｯﾄﾙ開度域ごとの設定によって、ﾏｯﾌﾟの形がｽﾑｰｽﾞにつながらない個所が出てく
る場合があります。その場合は、直接入力の画面に戻ってから微調整を行ってくださ
い。

　次に、この機能を使った作業の例を示します。

　たとえば、30%から70%の開度域の値を60%の
開度を中心に1.3倍してみます。この例では、わ
かりやすくするため、ﾏｯﾌﾟの形を極端に変えて
いますが、実際にはこのような極端な形状のﾏｯ
ﾌﾟになることはありません。

　まず、編集の元になるﾌｧｲﾙを読み込みます。
「基本噴射量」のﾀﾌﾞをｸﾘｯｸし、「ｹﾞｲﾝによる調
整」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、ｳｲﾝﾄﾞｰを開きます。

　ﾏｯﾌﾟが見えるようにｳｲﾝﾄﾞｰの並びを調整した
ら、ｽﾛｯﾄﾙ開度域の調整をします。

　調整するのは、30%から70%の領域です。60%
のところを1.3倍、30%以下と70%以上の領域に
は変更を加えたくないですから、　　　　　　　の
上部に表示される、開度域の設定は、30%、60%、
70%にするため、「範囲変更」のｳｲﾝﾄﾞｰで、ｱｲﾄﾞ
ﾙの数値の右側の入力項目から、30、60、70と
入力します。

60%を中心に1.3倍で、30%と70%の設定は1倍に
します。そうすると右図のような倍数の設定に
なります。実際、設定した例の図を次頁に示し
ます。　

1.3倍

1.0倍

1.0倍

開度30%　　　　　　　60%　　70%
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　　変更はすぐさまﾏｯﾌﾟに反映されます。変更前
のﾏｯﾌﾟと、変更後のﾏｯﾌﾟが右の図です。

　変更を確定する場合は「OK」ﾎﾞﾀﾝを、ｷｬﾝｾﾙ
する場合は「ｷｬﾝｾﾙ」ﾎﾞﾀﾝを押してください。

　この,「ｽﾛｯﾄﾙ開度域毎に定数倍」する方法で
は、標準の状態では、すべてのｴﾝｼﾞﾝ回転速度
域の同じｽﾛｯﾄﾙ開度のﾎﾟｲﾝﾄに対し、同じ数値
で定数倍します。
　この例では、先に設定した60%を中心に、30%
から70%までの定数が、すべての回転速度域
で掛けられていることがわかります。

　実際にセッティングを行っていると、たとえば、
高回転域の全開付近のみ少し増やしたいとか、
低回転域の中間ｽﾛｯﾄﾙ付近を少し減らしたいと
いった、設定変更が必要になることがあります。
これを実現する機能が、次に説明する、

「回転速度域ごとの効果設定」です。

　「回転速度域ごとに効果を設定」とは、これま
で説明してきた、「ｽﾛｯﾄﾙ開度域ごとの定数倍」
を、各回転速度域で、「どの程度反映させるか」
を設定する機能です。たとえば、前項ので説明
した変更を8000rpm以上にだけしたいといった
場合、

8000rpmより下では効果をゼロに、
8000rpm以上では効果を１に設定します。

実際には、ﾏｯﾌﾟを滑らかに変化させるために、
設定したい回転域の端を0～１に変化させるよ
うに設定します。

次に、この機能を使う例を通じて、使い方のご
説明をします。

調整前のﾏｯﾌﾟ

調整後のﾏｯﾌﾟ

ｹﾞｲﾝの設定、60%で1.3倍

このあたりが増えた
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　「ｹﾞｲﾝによる調整」ｳｲﾝﾄﾞｰの左側に並ぶ　　　
　　　　　　　　は、ｽﾛｯﾄﾙ開度域ごとの定数倍を
ｴﾝｼﾞﾝ回転速度域ごとに、どの程度有効とする
か、すなわち、現在の噴射時間値に対して増減
する部分を反映する比率を0倍から1倍まで調
整することができます。

　「RPM域ごとの効果」ｳｲﾝﾄﾞｰに並ぶ　　　　　　
上部の数値は、　　　　　　　　　によって、0～１
の反映率が調整される回転速度で100rpm単位
で表示していますので30とあれば3000ｒｐｍです。

　この設定する回転速度は、ｽﾛｯﾄﾙ開度の場合
と同様に、変更することが可能です。 「 RPM域
ごとの効果」ｳｲﾝﾄﾞｰにある、「範囲変更」の　　
をｸﾘｯｸして下さい。

　反映率を設定したい回転速度を1rpmの単位
で直接書き込みます。設定した回転速度の間
にあるﾏｯﾌﾟ上のﾎﾟｲﾝﾄは設定した数値の間の数
値で（直線補完で）倍数されます。計算方法はｽ
ﾛｯﾄﾙ開度の場合と同様です。なお両端の0rpm
と16000rpmの設定は変更できません。

　では、先ほどの例を実現するため、「ｽﾛｯﾄﾙ開
度域ごとの定数倍」の例、開度60%を中心に30%
から70%を変更するにつづけてやってみます。
先ほどの例で、右側の「ｽﾛｯﾄﾙ開度毎のｹﾞｲﾝ」
ｳｲﾝﾄﾞｰで1.3倍を設定して、ﾏｯﾌﾟの形が変わっ
たところから続けます。

　まず、設定する回転速度域を変更します。「範
囲変更」の　　をｸﾘｯｸし、右図の設定ｳｲﾝﾄﾞｰの
ように6000rpm、8000rpmを設定してください。こ
れで、6000rpmから8000rpmまで0から1に直線
的に変化させるようにします。

回転速度域ごとの調整

設定回転速度域の変更

8000rpm以上に効果1を設定するには、、
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　「効果変更」の　　をｸﾘｯｸしてください。右図の
ｳｲﾝﾄﾞｰで、6000rpmより下を効果0に、8000rpm
から上を1.0に設定します。これで、「ｽﾛｯﾄﾙ開度
域ごとの定数倍」が6000rpmまではまったく反映
されず、6000rpmから8000rpmに掛けて反映度
が0から1に変わっていき、8000rpm以上で、反
映度1、すなわち「ｽﾛｯﾄﾙ開度域ごとの定数倍」
で設定した数値がそのまま掛けられています。

　これで、ﾏｯﾌﾟが右図のように低回転速度域側
で、先ほどの変更がなくなりました。

　あとは、先ほどの例と同じように、変更を確定
する場合は「OK」ﾎﾞﾀﾝを、ｷｬﾝｾﾙする場合は「ｷｬ
ﾝｾﾙ」ﾎﾞﾀﾝを押してください。

　このようにして、特定のｽﾛｯﾄﾙ開度域、特定
の回転速度域の噴射時間を任意に増減するこ
とができます。

このあたりの変更が無くなった

変更前

変更後
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「　補正の有効、無効を設定する　」

　Fiｺﾝﾄﾛｰﾗは、基本噴射時間に、暖気、始動の
各補正係数を乗算して、最終的な噴射時間を
決定しています。また、基本噴射量計算のｻｲｸ
ﾙの合間に、急激なｽﾛｯﾄﾙ操作が行われ、吸入
空気量が大幅に変わるのに対応する間欠の噴
射、非同期噴射も行います。

　SWBでは、これらの補正係数、噴射の機能を
有効にしたり、無効にする設定を行うことができ
ます。この設定は、これらの補正の有効性を確
認するあるいは、変更した効果を確認する際に
利用することができます。

　この設定ｳｲﾝﾄﾞｰでは、他にﾀﾞｲｱﾙによる補正
の有効、無効も設定できます。一時的にﾀﾞｲｱﾙ
ｺﾝﾄﾛｰﾗをはずした状態でFiを使用する際には、
必ずこの項目を「無効」にしてお使いください。
｢有効」のままでは、ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗが接続され
ていない状況では、補正は正確な値では行わ
れず、正常な噴射時間計算ができなくなる恐れ
があります。

　設定を行う部分は、SWBの係数設定のｳｲﾝﾄﾞｰ
にありますので、ﾒｲﾝのｳｲﾝﾄﾞｰの「係数設定」の
ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸして下さい。
　各補正の項目の前にある　　　をｸﾘｯｸすると、
ﾁｪｯｸがついた状態で表示が「有効」、外れた状
態で「無効」になります。

　

有効・無効の変更ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ
図の状態では暖気補正が「無効」
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※D-Jetro版の場合
　補正項目に「加減速補正」が
追加されています。詳細はこの
後の「補正値等の設定方法」を
ご覧ください。

※D-Jetro版の場合
　補正項目に「加減速補正」が
追加されています。詳細はこの
後の「補正値等の設定方法」を
ご覧ください。



「　ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動の設定を変更する　」

　Fiｼｽﾃﾑでは、小排気量2輪車のような、発電能力の低い状態でも、燃料噴射用の燃料
圧力を発生できるように、燃料ﾎﾟﾝﾌﾟを間欠で駆動しています。また、発電量が比較的大
きい高回転域ではPWMによる電圧(電流)制御を行うことが可能です。間欠の間隔は燃
料噴射時間の合計と、ｲﾝｼﾞｪｸﾀの噴射容量を元に判断されており、一度のﾎﾟﾝﾌﾟ駆動で
電流を流す時間はﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧を元に判断しています。SWBではこの2つのﾊﾟﾗﾒｰﾀを標
準に対してどの程度増減させるかを設定することができます。PWM駆動の設定は回転
速度によりﾃﾞｭﾃｨｰを設定することが可能です。両方式は低回転で間欠、高回転でPWM
駆動になるように回転速度により切り替え可能で、切り替え回転速度も設定変更すること
ができます。なお、起動時の燃料圧力確保のためECUの電源投入時にも数回間欠駆動
しますが、この回数も設定できます。

　これらの設定は「ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動設定」　の画面で
行います。ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「ﾂｰﾙ」→「ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動設
定」をｸﾘｯｸすると、設定画面が現れます。

　間欠駆動の間隔は、噴射時間の合計を元に
判断しています。噴射時間は当然低負荷時に
少なくなりますので、駆動間隔は自動的に低負
荷では長く、高負荷時には短くなるように制御さ
れています。噴射時間と実際に噴射する燃料
の量はｲﾝｼﾞｪｸﾀの噴射容量により異なってきま
す。
　通常、必要な圧力が得られる設定で出荷して
いますが、何らかの要因で増減させたいときに
は、右側中央付近にある、ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動の左側の
入力項目、　「駆動周期」、「ﾊﾟﾙｽ幅」の項目で
調整します。
　駆動周期は　　　の上側をｸﾘｯｸすると、数字
が増えていき、駆動間隔が短くなります。下側
はその逆です。値を直接入力することはできま
せん。
　駆動電流の調整は、ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧の低下に伴
い、駆動時間を長くすることで一定になるように
制御しています。出荷時の設定から変更する場
合、右側の「ﾊﾟﾙｽ幅」の項目で行います。駆動
間隔の設定と同じく。現在よりも強く動かす場合
は上側を、弱くする場合は下側をｸﾘｯｸして下さ
い。

ｲﾝｼﾞｪｸﾀ噴射容量の設定

※ｲﾝｼﾞｪｸﾀ容量の設定は「ﾊｰﾄﾞｳｴｱ設定」
のｳｲﾝﾄﾞｰで行います。ｳｲﾝﾄﾞｰの表示の
仕方は3-2ﾍﾟｰｼﾞを参照して下さい。通常
出荷時に設定していますので、特に設
定する必要はございません。

ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動値の設定
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　高回転側で使用するPWM駆動の設定は、右
図のｸﾞﾗﾌが表示されている設定項目で行いま
す。
　ｸﾞﾗﾌは縦軸に駆動ﾃﾞｭｰﾃｨｰ比、横軸にｴﾝｼﾞﾝ
回転速度を表示しています。ﾃﾞｭｰﾃｨｰ比は100％
に近づくほど電流値が増えます。
　設定操作は、補正項目を設定する操作方法と
同じで、ｸﾞﾗﾌすぐ右のｾﾚｸﾄﾎﾞﾀﾝで設定する点
を選択し、設定したい点の回転速度を変更する
時は、ｾﾚｸﾄﾎﾞﾀﾝの下にある入力ﾎﾞｯｸｽに値を
入力し「更新」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。ﾃﾞｭｰﾃｨｰ値は
ｾﾚｸﾄﾎﾞﾀﾝの右側にあるｽﾗｲﾄﾞﾊﾞｰか入力ﾎﾞｯｸｽ
で変更します。

PWMﾟ駆動の設定
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　両方式の切り替えを行うｴﾝｼﾞﾝ回転速度は上図で示される「駆動方式の切り替え」
の項目で行います。切り替えたい回転速度を入力し、「更新」ﾎﾞﾀﾝをクリックしてくださ
い。切り替え速度を500r.p.m.以下に設定すると、ECU起動時を除くすべての動作が
PWM方式になります。

　ECU電源投入時のﾊﾟﾙｽ駆動回数は一番上
にある「電源投入時のﾎﾟﾝﾌﾟ動作回数」の項目
で行います。回数は0回～32回まで設定可能で
す。

　変更が終了したら、「閉じる」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。



「　ﾚﾌﾞﾘﾐｯﾀ、ｲﾝｼﾞｹｰﾀの設定　」

「ﾚﾌﾞﾘﾐｯﾀ」

　ECUは設定されたｴﾝｼﾞﾝ回転速度になると、
燃料噴射をｶｯﾄすることにより、ｵｰﾊﾞｰﾚﾌﾞを防
ぐ、ﾚﾌﾞﾘﾐｯﾀ機能を持っています。
　
　この設定は、「係数設定」のﾀﾌﾞをｸﾘｯｸして現
れる画面上で行います。画面左下の「その他の
設定」項目内、ﾚﾌﾞﾘﾐｯﾀの項目に直接設定値を
書きこみ「更新」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。値を書
き込んでも、「更新」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするまでは設定
は変更されません。

　もし、ﾚﾌﾞﾘﾐｯﾀの設定が不要な場合は通常回
す領域よりも大きな数値を入力して下さい。
（たとえば20000rpmなど）

「ﾚﾌﾞｲﾝｼﾞｹｰﾀ」

　ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗに搭載されているｼｽﾃﾑ情報表
示ﾗﾝﾌﾟは、設定回転数で点灯する、ﾚﾌﾞｲﾝｼﾞｹｰ
ﾀとして機能します。ｼﾌﾄｲﾝｼﾞｹｰﾀや、ﾚﾌﾞﾘﾐｯﾀの
動作を知らせるのに使用することができます。
設定はﾚﾌﾞｲﾝｼﾞｹｰﾀの項目を変更することで行
います。なお、操作方法はﾚﾌﾞﾘﾐｯﾀと同じです。

　※注　ECUが何かの異常を検出したことによ
り、ｼｽﾃﾑ情報表示ﾗﾝﾌﾟが他のｴﾗｰ表示などを
行っている場合にはﾚﾌﾞｲﾝｼﾞｹｰﾀは、点灯しま
せん。

ｼｽﾃﾑ情報
表示ﾗﾝﾌﾟ
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「　補正値等の設定方法　」

　暖気補正、始動増量補正、始動時噴射時間、
非同期噴射、ﾌｭｰｴﾙｶｯﾄの各設定は、「係数設
定」のｳｲﾝﾄﾞｰで行います。まずはこのｳｲﾝﾄﾞｰで
の値の変更方法について説明します。

「設定の変え方」

　このｳｲﾝﾄﾞｰで、参照、変更する補正係数は左
側上部にあるﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽから選択します。選択
すると、下図のような画面が表示されます。

　補正の設定は、横軸側のｾﾝｻの値に対し、それぞれの補正値を設定するようになっ
ています。
　選択されているﾎﾟｲﾝﾄは○印で表示されています。
　補正値を変更するｾﾝｻの値の軸は　　　　　　　で移動できます。また、ｾﾝｻ値の軸
（値を設定するﾎﾟｲﾝﾄ）は任意に15点まで増加させることができます。
　　　　　ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、＋の場合は選択している軸（ﾎﾟｲﾝﾄ）の左側に中間の値
が挿入され、－の場合は選択している軸（ﾎﾟｲﾝﾄ）が消去されます。
　軸の位置（ｾﾝｻの値）は軸（ﾎﾟｲﾝﾄ）選択の下側の入力ﾎﾞｯｸｽの数値を書き換えるこ
とで行います。ﾎﾞｯｸｽ内に数値を書き込み、「更新」ボタンをクリックしてください。変更
がグラフに反映されます。

　選択しているﾎﾟｲﾝﾄの値は、右側の「値」の項目にある入力ﾎﾞｯｸｽに数値を書き込み、
「更新」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするか、その下側のｽﾗｲﾀﾞｰで設定します。
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「暖気補正」

　暖気補正は、ｴﾝｼﾞﾝが冷えている場合の、空
気充填量の増加、燃料の気化不測を補うため
の補正です。ｾﾝｻ値はｴﾝｼﾞﾝ温度で補正の設
定値は、噴射時間に掛ける乗数です。

　
「始動増量補正」

　始動増量補正は、ｴﾝｼﾞﾝの始動後、安定回転
するまでの間、増量を行う補正です。この補正
は、ｴﾝｼﾞﾝ始動時に、この補正設定のﾏｯﾌﾟから
ｴﾝｼﾞﾝ温度を元に設定値を決定し、始動後は補
正値を一定の割合で減らして行き、最終的には
一定時間後に補正が終了する構造になってい
ます。ｾﾝｻ値はｴﾝｼﾞﾝ温度で補正の設定値は、
噴射時間に掛ける乗数です。

　減らしてゆく割合の設定変更項目は設定マッ
プの下側にあります。

　設定は右側の　　の上側をｸﾘｯｸすると、補正終了までの時間が短くなり、逆に下側
をｸﾘｯｸするすると長くなっていきます。ｸﾞﾗﾌは、上の補正設定のｸﾞﾗﾌで選択されてい
る温度のﾎﾟｲﾝﾄで補正が決定した場合、ｴﾝｼﾞﾝ始動後、何秒で補正が終了するかを示
しています。横軸はｴﾝｼﾞﾝ回転速度で、回転速度が速いほど、補正終了も早くなりま
す。　
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噴射時間の計算は以下のように行われます。

噴射時間 = 基本噴射時間 × 暖気補正 × 始動増量補正 × 加減速補正※

※D-Jetro版のみ

各補正値は、無効に設定した場合、1.0になります。



「始動時噴射量」

　始動時噴射量の設定は、補正ではありません
が、この画面で設定します。ｴﾝｼﾞﾝを始動する
場合、ECUはｲﾝｼﾞｪｸﾀにｽﾛｯﾄﾙによらず、一定
の噴射時間で噴射させます。この時間は、ｴﾝｼﾞ
ﾝ温度で決定されます。噴射時間は温度が低い
場合に、燃料の気化が不足する野を補うように
設定します。ｾﾝｻの値は温度で、設定する値は
噴射時間です。

「非同期噴射量」

　非同期噴射は、通常のｴﾝｼﾞﾝ回転に同期した
噴射の間に、急激なｽﾛｯﾄﾙ開度変化（吸入空
気量の変化）があった場合に補正噴射を行う機
能です。
ｾﾝｻ値は、ｽﾛｯﾄﾙ変化速度で、設定値は噴射
時間です。

「ﾌｭｰｴﾙｶｯﾄ」

　ﾌｭｰｴﾙｶｯﾄは、ｱｲﾄﾞﾙ時以外の、ｽﾛｯﾄﾙ全閉
状態では、燃料噴射をｶｯﾄし、燃費を向上させ
るための補正です。通常、ｱｲﾄﾞﾙ回転数よりも
少し速い速度以上の回転速度域で実施します
が、エンジンが冷えている場合はｽﾄｰﾙしやす
いので、高めに設定します。
　設定した回転速度を上回ると噴射ｶｯﾄ、設定
回転速度を以下では噴射が復帰します。

　設定ﾏｯﾌﾟのｾﾝｻ値はｴﾝｼﾞﾝ温度で、設定値は
ｴﾝｼﾞﾝ回転速度です。
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「加減速補正」　※D-Jetro版のみ

　吸気管圧力ｾﾝｻの応答遅れ、と負圧の変化
による燃料気化の状態変化を補正するために、
ｽﾛｯﾄﾙが変化している時に、一定時間、補正値
を減少させながら、補正を行うものです。ｽﾛｯﾄﾙ
が開いていく方向の場合、増加、閉じる場合に
は減少させます。定常の場合、値は1.0になり
ます。

　非同期噴射と異なるのは、非同期噴射が、変
化があった時に一時的に噴射しそのｻｲｸﾙでの
計算周期の間での基本噴射量の不足を補うの
に対し、加減速補正は加減速操作中ｾﾝｻの定
常的な遅れを補正するため、一定期間補正が
有効になるところです。また減速側でも補正を
行えます。

　横軸は、1ｻｲｸﾙあたりのｽﾛｯﾄﾙ開度変化量、
縦軸は補正係数です。

　補正を減少させるﾊﾟﾗﾒｰﾀはｸﾞﾗﾌの下にあり、
上下の矢印のﾎﾞﾀﾝで増減させます。下の表示
は、補正が１に復帰するまでの時間の目安です。
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　送信前に、設定に変更を加える場合は前項ま
での項目を参照してください。

　また、万が一のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝやWindowsの動作
不良に備え、送信前に一度ﾌｧｲﾙに保存するこ
とをお勧めします。

　ECUとﾊﾟｿｺﾝを付属の通信ｹｰﾌﾞﾙで接続しま
す。

　ECUの電源が入っている（IGがｵﾝになってい
る）ことを確認して、「送信」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてくだ
さい。送信前にECUの設定を読み込んでいない
場合、「全ﾃﾞｰﾀを送信します」とﾒｯｾｰｼﾞが表示
されますので「OK」ボタンをｸﾘｯｸしてください。

　このとき、起動後初めてECUと通信する場合
は、「COM PORT」のｳｲﾝﾄﾞｰが開きますので、
ﾎﾟｰﾄ番号を設定し「OK」ボタンをクリックして下
さい。

間違ったﾎﾟｰﾄ番号を設定した場合、SWBはｴﾗｰ
ﾒｯｾｰｼﾞを表示しますので、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「ﾂｰﾙ」

→「通信ﾎﾟｰﾄ番号」をｸﾘｯｸし、「COM PORT」ｳｲ
ﾝﾄﾞｰで正しい番号を設定、「OK」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし

た後、再び「受信」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

　送信中はﾏｳｽｱｲｺﾝが砂時計表示になり、そ
の間、SWBは操作できません。送信には約10
秒程度かかります。

　送信が完了すると「送信動作完了」のﾒｯｾｰｼﾞ
が表示されますので「OK」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてくださ
い。

　ECUの電源をｵﾌ（IGをｵﾌ）すると、ECUは設定
を書き込む間電源を保持した後、電源が切れま
す。　

　設定変更前にECUから設定
を読み込んでおき、その後ﾌｧｲ
ﾙやECUの受信ﾃﾞｰﾀを変更し、
送信すると、変更のある個所
のみ送信されますので、送信
時間が短くなります。

　設定変更前にECUから設定
を読み込んでおき、その後ﾌｧｲ
ﾙやECUの受信ﾃﾞｰﾀを変更し、
送信すると、変更のある個所
のみ送信されますので、送信
時間が短くなります。

送信ﾎﾞﾀﾝ

「　設定をECUに送信する　」

通信ｹｰﾌﾞﾙの接続
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「COM PORT」ｳｲﾝﾄﾞｰ



　ECU内の情報の内、ｽﾛｯﾄﾙ開度、ｴﾝｼﾞﾝ温度、
ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗの値、ｴﾝｼﾞﾝ回転速度、ﾊﾞｯﾃﾘｰ
電圧、噴射時間を通信にて取得し、表示するこ
とができます。

　ECUとﾊﾟｿｺﾝを付属の通信ｹｰﾌﾞﾙで接続しま
す。

　まず、「ECUのﾃﾞｰﾀを読み込む」の項目を参
考に、ECUの設定ﾃﾞｰﾀを受信します。

　受信が完了すると、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「ﾂｰﾙ」→「ﾃﾞｰ
ﾀﾓﾆﾀ」がｸﾘｯｸできるようになるので、ｸﾘｯｸしてく
ださい。ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀのｳｲﾝﾄﾞｰが表示されます。

　「受信」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、1回ﾃﾞｰﾀを受信し
ます。

　左の数値が通信の生ﾃﾞｰﾀ、真中の数値がそ
れを物理量に変換したもの、ｽﾛｯﾄﾙ開度はさら
に、面積での開度率に変換されます。基本噴射
量ﾏｯﾌﾟで使う、ｽﾛｯﾄﾙ開度は面積開度率です。

　ｽﾛｯﾄﾙ開度率、面積開度率、ｴﾝｼﾞﾝ温度は、ｴ
ﾝｼﾞﾝｵﾌ（ｴﾝｼﾞﾝ回転速度が0の場合）、変換の
計算は読み込んだ設定値を元にSWBが行い、
赤色の文字で表示します。

　ｴﾝｼﾞﾝがｵﾝの場合、ECUから送られてくる数
値をそのまま表示します。

※ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗの設定が無効であっても、数
値はﾀﾞｲｱﾙの値を表示します。

※一部のECUﾊﾞｰｼﾞｮﾝでは、ｴﾝｼﾞﾝｵﾝ後も赤色
表示になります。

※一部のECUﾊﾞｰｼﾞｮﾝでは、ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗの値
は常にECUから送られた値を表示します。

ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀの起動

ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀの画面

ﾃﾞｰﾀ受信ﾎﾞﾀﾝ

「　ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀの使い方　」
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※D-Jetro版の場合
　表示項目に「吸気管圧力」が
追加されています。 ECUの仕
様上、圧力の表示はｴﾝｼﾞﾝが始
動した後のみ表示されます。ｴﾝ
ｼﾞﾝが始動されるまでは赤色の
表示で「760」と表示されます。

※D-Jetro版の場合
　表示項目に「吸気管圧力」が
追加されています。 ECUの仕
様上、圧力の表示はｴﾝｼﾞﾝが始
動した後のみ表示されます。ｴﾝ
ｼﾞﾝが始動されるまでは赤色の
表示で「760」と表示されます。



　「ﾀｲﾏ受信開始」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、連続して
ﾃﾞｰﾀを受信します。パソコンの性能にもよりま
すが、約1秒に1回ﾃﾞｰﾀを受信します。受信を止
める場合は、「ﾀｲﾏ受信停止」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし
てください。なお、ﾀｲﾏ受信中は、SWBの他の操
作はできません。

　右側のｸﾞﾗﾌは受信したﾃﾞｰﾀのｴﾝｼﾞﾝ回転速
度、ｽﾛｯﾄﾙ開度を示しています。ｸﾞﾗﾌの下の「ｸﾞ
ﾗﾌｸﾘｱ」のﾎﾞﾀﾝでｸﾞﾗﾌをｸﾘｱすることができます。

　「Close」ﾎﾞﾀﾝでｳｲﾝﾄﾞｰを閉じることができます。

ﾃﾞｰﾀ受信ﾎﾞﾀﾝ
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※D-Jetro版の場合
　縦軸表示が吸気管圧力(mmHg)になりま
す。

※D-Jetro版の場合
　縦軸表示が吸気管圧力(mmHg)になりま
す。



(3)　「取り付けに伴う設定、調整作業」

　新たにECUを取り付け、ｾｯﾃｨﾝｸﾞを開始する前には、ﾊｰﾄﾞｳｴｱ設定とﾏｯﾌﾟの大まかな
調整を行う必要があります。ﾊｰﾄﾞｳｴｱ設定に関しては、通常は出荷時に設定しています
が、ｱｲﾄﾞﾙの調整や、使用中の振動などによりずれる場合も予想されます。この章では、
これらの調整方法について説明します。

設定する項目は、ﾊｰﾄﾞｳｴｱ設定として、

　　　ｽﾛｯﾄﾙｾﾝｻの全閉値と全開値の設定。
　　　ｱｲﾄﾞﾙ判定用の閾値の設定。

ﾏｯﾌﾟの調整として、

　　　付属設定ﾌｧｲﾙのｲﾝｼﾞｪｸﾀ容量と排気量による調整（定数倍）

があります。

◆ｽﾛｯﾄﾙ全開値、全閉値の調整

　ECUでは、ｽﾛｯﾄﾙｾﾝｻの出力する電圧からｽﾛｯﾄﾙ開度に変換してﾏｯﾌﾟの参照を行っ
ていますが、この電圧がどの開度にあたるかという設定は、ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨｰに対するｾﾝｻ
の取り付け位置、ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨｰの口径によって変わってきます。通常出荷時に調整して
いますが、お客様にてﾎﾞﾃﾞｨｰを分解された場合や、使用中の振動による取り付けの緩
みなどが原因で、ずれる場合もありえます。ここではこの値を調整する方法をご説明し
ます。

　まずSWBのﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀを使う準備をします。準
備に関しては、「　ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀの使い方。　」を参
照して下さい。準備ができたら、ｽﾛｯﾄﾙを全開
にします。「受信」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、ﾃﾞｰﾀの受信を
行います。このときのｽﾛｯﾄﾙ開度のｾﾝｻ値を
（0-255の値）を読み取ってください。
　もし、値がすれているような場合は、ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞ
ﾃﾞｨｰのｾﾝｻ取り付けねじを緩めて、ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀの
ｾﾝｻ値を見ながら調整を行ってください。

※注
　このときのｾﾝｻの値は200以上の数値になることが望ましい状態です。特に口径が
26mmφのｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨｰに関しては、ｾﾝｻの有効作動角度ぎりぎりの設計のなっていま
すので、値が254か255になるようにｾﾝｻの取り付けを調整して下さい。

※注
　このときのｾﾝｻの値は200以上の数値になることが望ましい状態です。特に口径が
26mmφのｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨｰに関しては、ｾﾝｻの有効作動角度ぎりぎりの設計のなっていま
すので、値が254か255になるようにｾﾝｻの取り付けを調整して下さい。
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　読み取った全開時のｾﾝｻ値を設定します。

　ﾒｲﾝのｳｲﾝﾄﾞｰに戻り、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「ﾂｰﾙ」→「ﾊｰ
ﾄﾞｳｴｱ設定の変更」をｸﾘｯｸして下さい。

　「ﾊｰﾄﾞｳｴｱ設定を行いますか？」というﾒｯｾｰｼﾞ
が表示されますので、「続行」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下
さい。「ECU Configuration」のｳｲﾝﾄﾞｰが開きます。

　ｳｲﾝﾄﾞｰの左上に有る「ｽﾛｯﾄﾙ設定」の枠の中
の、「吸気管径」にｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨｰの口径をmm単
位で、「ｽﾛｯﾄﾙ全開時のｾﾝｻ値」に読み取ったｾ
ﾝｻの値を入力します。他の項目や「閉じる」ﾎﾞﾀﾝ
をｸﾘｯｸすると、入力が確定します。

　正しい値が入力されている場合、ｽﾛｯﾄﾙ全閉
時のｾﾝｻ値は自動的に計算されます。

　入力後、他の項目をｸﾘｯｸしたり、「閉じる」ﾎﾞﾀﾝ
を押した際に、「正しい値を設定して下さい」とい
うﾒｯｾｰｼﾞが表示された場合、口径の入力ﾐｽか
もしくは、実際にｾﾝｻがｽﾛｯﾄﾙの作動範囲とず
れて取り付けられていることが考えられます。

　設定が終了したら、「閉じる」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

　通信ｹｰﾌﾞﾙの接続を確認し、ECUの電源が入っている（IGがｵﾝになっている）ことを
確認して、「送信」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。

　送信中はﾏｳｽｱｲｺﾝが砂時計表示になり、その間、SWBは操作できません。送信に
は約10秒程度かかります。

　送信が完了すると「送信動作完了」のﾒｯｾｰｼﾞが表示されますので「OK」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ
してください。

　ECUの電源をｵﾌ（IGをｵﾌ）すると、ECUは設定を書き込む間電源を保持した後、電
源が切れます。　
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◆ｱｲﾄﾞﾙ判定用の閾値の設定。

　FIｼｽﾃﾑでは、ﾌｭｰｴﾙｶｯﾄの制御のためにｽﾛｯﾄﾙのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝの判断を行ってい
ます。判断用の閾値（ｽﾛｯﾄﾙ開度がこの値以下になったらｱｲﾄﾞﾙと判断する値）は、出
荷時の設定で面積開度率3.0%に設定されています。多くのｴﾝｼﾞﾝに対して、ほぼこの設
定で判定が可能とは思われますが、とくに高めのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞに設定した場合などは見直
す必要があります。次にこの設定の方法について説明します。なお、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝ
の判定は現在のところ、ﾌｭｰｴﾙｶｯﾄ制御以外には使用していません。

　まずSWBのﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀを使う準備をします。準
備に関しては、「　ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀの使い方。　」を参
照して下さい。準備ができたら、ｴﾝｼﾞﾝを始動し
ます。ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞの状態で、「受信」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、
ﾃﾞｰﾀの受信を行います。このときのｽﾛｯﾄﾙ開度
の面積開度率%を読み取ってください。

読み取った値よりも少し大きな値（目安としては
1から2%プラス）を設定します。

　ﾒｲﾝのｳｲﾝﾄﾞｰに戻り、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「ﾂｰﾙ」→「ﾊｰ
ﾄﾞｳｴｱ設定の変更」をｸﾘｯｸして下さい。

　「ﾊｰﾄﾞｳｴｱ設定を行いますか？」というﾒｯｾｰｼﾞが表示されますので、「続行」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯ
ｸして下さい。「ECU Configuration」のｳｲﾝﾄﾞｰが開きます。

　ｳｲﾝﾄﾞｰの中央に有る「ｱｲﾄﾞﾙ時のｽﾛｯﾄﾙ開度判断値」の枠の中のﾎﾞｯｸｽに、設定値を
入力します。「更新」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、入力が確定します。

　設定が終了したら、「閉じる」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

　あとは、前項のｽﾛｯﾄﾙ全開値、全閉値の調整と同様に、ECUに設定ﾃﾞｰﾀを送信して下
さい。　
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◆付属設定ﾌｧｲﾙのｲﾝｼﾞｪｸﾀ容量と排気量による調整（定数倍）

　出荷時のECUには、過去にFCデザインにてｾｯﾃｨﾝｸﾞした車両のﾃﾞｰﾀを書きこんでおり
ます。ご購入頂いたｼｽﾃﾑのｲﾝｼﾞｪｸﾀ容量、および取り付け対象のｴﾝｼﾞﾝの仕様が、こ
れと同一場合はそのままで問題ありませんが、それ以外の場合にはｾｯﾃｨﾝｸﾞにはいる
前に、ﾏｯﾌﾟを大まかに調整しておく必要があります。なお、出荷時にECUに書きこまれ
た設定の内容は、別紙に記入し、添付していますのでご確認ください。

　ｲﾝｼﾞｪｸﾀの噴射容量が多くなれば、同じ噴射時間でもたくさんの燃料を噴射することに
なります。そこで、設定されている噴射量が、ご購入頂いたｼｽﾃﾑのｲﾝｼﾞｪｸﾀの容量と異
なる場合には、基本噴射時間のﾏｯﾌﾟ全体を、

　（　出荷時設定のｲﾝｼﾞｪｸﾀ容量　）／（　ご購入頂いたｼｽﾃﾑのｲﾝｼﾞｪｸﾀ容量　）

の数値で定数倍していただく必要があります。たとえばご購入頂いたｼｽﾃﾑのｲﾝｼﾞｪｸﾀ
容量が88cc/min、ECUの設定ﾌｧｲﾙのｲﾝｼﾞｪｸﾀ容量が57cc/minであれば、

　57　/　88　=　0.648倍

していただく必要があります。

また、排気量が増えれば、その分だけ噴射量をふやす必要が有りますので、

　（　取り付け対象ｴﾝｼﾞﾝの排気量　）／（　出荷時設定の排気量　）

の数値で定数倍していただく必要があります。
排気量に関しては完全に比例した噴射量で良いとはいえませんが、大まかにあわせる
ことができると思われます。

　また、いずれの調整も、出荷ににあわせて有る場合は不要です。添付の資料をご確
認ください。

基本噴射時間ﾏｯﾌﾟ全体の定数倍の方法については、(2)章のｽﾛｯﾄﾙ開度領域毎に定数
倍する方法をご参照ください。
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(4)　「ｾｯﾃｨﾝｸﾞ作業の開始にあたって」

　ｾｯﾃｨﾝｸﾞはｼｬｼｰﾛｰﾗやｴﾝｼﾞﾝﾃｽﾄﾍﾞﾝﾁ上で、A/F計を用いて行うのが最も理想的です。
もし、走行確認にてｾｯﾃｨﾝｸﾞされる場合は、十分に安全を確保できる専用ｺｰｽにて、ﾍﾙ
ﾒｯﾄなど、安全装備を身につけた上で行ってください。

　ｾｯﾃｨﾝｸﾞ時にはその時点のｽﾛｯﾄﾙ開度とｴﾝｼﾞ
ﾝ回転速度を読み取る必要があります。ﾊﾟｿｺﾝを
接続して「ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀ」で読みとることも可能です
が、右図のようにｽﾛｯﾄﾙに目盛を記入しておくと
大体の目安になり便利です。なお、この場合、ｽ
ﾛｯﾄﾙｹｰﾌﾞﾙの遊びはなるべく小さくするようにし
て下さい。またｴﾝｼﾞﾝ回転速度計も大変役立ち
ますのでできればご準備ください。

　※注　走行中のよそ見は大変危険です。あら
かじめ右手の感覚とｽﾛｯﾄﾙ開度の関係を良く学
習しておき、感覚でつかむようにして下さい。

　ｾｯﾃｨﾝｸﾞ全体の流れとしては、まず、ｱｲﾄﾞﾙの
回転を安定させるようにｾｯﾄし、その後、ﾆｭｰﾄﾗ
ﾙ（無負荷）でｴﾝｼﾞﾝ回転をあげて設定・確認し、
さらに負荷をかけた状態での設定・確認を行い
ます。これらはすべて回転、ｽﾛｯﾄﾙを一定に保っ
た定常状態で行います。その後、ｽﾛｯﾄﾙを変化
させたとき（過渡状態）の設定を行います。　

◆　「　定常をあわせる　」

　ｽﾛｯﾄﾙを少し開け気味にして、ｴﾝｼﾞﾝを始動します。始動したら、温まるまで回転を高
めに保持して下さい。この際、ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗのﾀﾞｲｱﾙをﾘｯﾁ、ﾘｰﾝに振ってみて、同じｽﾛｯ
ﾄﾙ開度で、もっとも回転速度が高くなるところを探してみてください。

　A/F計を用いてｾｯﾃｨﾝｸﾞする場合、空燃比は計器上で確認できますので、ﾍﾞｽﾄにあわ
せた時のﾀﾞｲｱﾙの数値（0.05倍から1.95倍）で、その際の回転数、ｽﾛｯﾄﾙ開度付近のﾏｯ
ﾌﾟのﾎﾟｲﾝﾄを定数倍します。ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗのみでｾｯﾃｨﾝｸﾞをしようとすれば、まずﾘｰﾝ側
に回して失火しそうになるところを探り、ﾘｯﾁ側も同様に探ります。この2点の中間ぐらい
のﾀﾞｲｱﾙ位置を目安に、少しﾘｯﾁ側で、もっとも回転があがるところがﾄﾙｸでﾍﾞｽﾄの空燃
比で12付近、それよりも若干ﾘｰﾝ側に戻した位置が14付近と推測できます。

　まずは、ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗと、ｱｲﾄﾞﾙｽｸﾘｭｰの調整でｱｲﾄﾞﾙ時の回転速度での空燃比を合
わせます。そのときのﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗの値を用いてSWBでｱｲﾄﾞﾙ付近のﾎﾟｲﾝﾄの噴射時
間を定数倍します。設定方法は、ｽﾛｯﾄﾙ開度領域毎に定数倍する方法をご参照くださ
い。修正したﾏｯﾌﾟを送信して、確認して下さい。

ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀの画面で確認したｽﾛｯﾄﾙ面
積開度率を貼り付けたﾃｰﾌﾟ上に記
録します。

回転速度計とﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ
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　ｱｲﾄﾞﾙが合えば、次は無負荷（ﾆｭｰﾄﾗﾙ）で少しづつｽﾛｯﾄﾙを空けていき、ｱｲﾄﾞﾙの時と
同様にﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗでﾍﾞｽﾄの状態を探り、その際のｴﾝｼﾞﾝ回転速度、ｽﾛｯﾄﾙ開度、ﾀﾞｲ
ｱﾙの値、噴射時間を記録していきます。とり終えたらﾏｯﾌﾟに反映していきます。

　記録した数値に基づき、SWBを使って、基本噴射量を修正します。

　直接噴射時間を書きかえる方法で計測したﾎﾟｲﾝﾄに対して変更を加える場合、記録し
た回転速度、ｽﾛｯﾄﾙ開度にあたる点が無い場合は、ﾏｯﾌﾟ上の軸をﾎﾟｲﾝﾄの右側の軸に
合わせて＋ﾎﾞﾀﾝで軸を増やします。（設定後いらなくなった軸は-ﾎﾞﾀﾝで削除します。）、
その軸を設定したい付近へ移動させて、噴射時間を直接記入していきます。こうして記
入したﾎﾟｲﾝﾄが元のﾏｯﾌﾟに対して、飛び出していたり、へこんでいたりするはずですから、
記入した点にあわせて周りの点を、滑らかになるように変更してみてください。

　あるいは、ｽﾛｯﾄﾙ開度領域毎に定数倍する方法で計測したﾎﾟｲﾝﾄ付近のﾏｯﾌﾟ領域を
定数倍して変更し、基本噴射時間のﾏｯﾌﾟ上に反映していきます。

　もし、記録した数値とﾏｯﾌﾟ上のﾎﾟｲﾝﾄをすべて比較してみて、ﾏｯﾌの形状ﾟが大きくはず
れておらず（各測定点でのﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗの数値が大きく変化しない場合）、全体的に定
数倍すれば修正できそうであれば、ｽﾛｯﾄﾙ開度領域毎に定数倍する方法をもちいて全
体を修正してみることからはじめます。

　修正が終了すれば、ECUに送信して確認して下さい。

　この作業で無負荷が合えば、軽負荷から高負荷へと（低開度から高開度へと、低いｷﾞ
ｱから高いｷﾞｱへと）次々に進めていきます。

　ﾏｯﾌﾟを変更した後に、またｱｲﾄﾞﾙ付近から探り始めると、また少しずれた点が発見され
るかもしれません。作業を繰り返すうちに、ﾏｯﾌﾟはｴﾝｼﾞﾝの性能を100%発揮するものへ
と成長していくわけです。

　次にｽﾛｯﾄﾙを変化させた場合について、説明します。
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◆　「ｽﾛｯﾄﾙ変化に対する設定」

　前項ように定常が設定できれば、次にはｽﾛｯﾄﾙの変化に対する設定を行います。通
常キャブの場合では、低～中回転速度域で急激にｽﾛｯﾄﾙを開いた場合、失火が発生し
ｴﾝｼﾞﾝがボコボコという音を立てると思います。これは、急激な吸入空気量の増加に対
して負圧で吸い出される燃料の量が不足することが原因です。FIｼｽﾃﾑでは噴射量の計
算を、ｽﾛｯﾄﾙ開度から直接行っていますので、このような現象は起こりにくくなります。

　ただし、基本噴射ﾏｯﾌﾟの右図で示される領域
の噴射時間設定が、ﾘｰﾝ側、もしくはﾘｯﾁ側に大
きくずれていれば、同様にボコボコと失火します。
また非同期噴射の量が多い場合にもやはり同
様に失火します。

　定常状態の設定後に、無負荷（ﾆｭｰﾄﾗﾙｷﾞｱ）
で、ﾚｰｼﾝｸﾞしてみてボコつきが無ければ特に設
定しなおす必要はありません。

　設定しなおす場合、まずは、SWBのﾒｲﾝｳｲﾝﾄﾞｰ
の「係数設定」のﾀﾌﾞをｸﾘｯｸしてｳｲﾝﾄﾞｰを開き、
左下にある「その他の設定」の枠の中の「非同
期噴射」のﾁｪｯｸをはずして無効にして下さい。
その上で、無負荷（ﾆｭｰﾄﾗﾙ）状態でｽﾛｯﾄﾙを空
けたときの様子を、ﾚｰｼﾝｸﾞしてみて確認して下
さい。ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗでﾘｰﾝ側、ﾘｯﾁ側に振ってみ
てどちらにすれているかを見てみると良いでしょ
う。この領域付近をｽﾛｯﾄﾙ開度領域毎に定数倍
する方法を用いて修正・送信・確認して、最もボ
コつきが少なくなるﾍﾞｽﾄの状態にすれば、次に
非同期噴射の設定を行います。

　ｴﾝｼﾞﾝの仕様によってはこれでほとんどボコつ
きが無くなる場合も有りますが、若干息つきが
残ると思われます。これを非同期噴射にて補正
します。

この辺

有効、無効の設定
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　非同期噴射は通常の噴射量計算ｻｲｸﾙの間に
（すなわち、噴射時間計算用にｽﾛｯﾄﾙ開度を読
み取った後、噴射開始するまでに）急激なｽﾛｯﾄ
ﾙ操作があった場合に、噴射時間が足りなくなる
現象を補正します。

　 SWBのﾒｲﾝｳｲﾝﾄﾞｰの「係数設定」のﾀﾌﾞをｸﾘｯｸ
してｳｲﾝﾄﾞｰを開き、左下にある「その他の設定」
の枠の中の「非同期噴射」の項目をﾁｪｯｸして有
効にして下さい。

　次に右上のﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄで非同期噴射の項
目を選択して下さい。

　すると右図のようなｸﾞﾗﾌが表示されます。

　非同期噴射時間の設定は、ｽﾛｯﾄﾙの変化ｽﾋﾟｰ
ﾄﾞに対して行います。変化が小さいところは噴射
しないようにし、あるｽﾋﾟｰﾄﾞまで一定に変化、あ
るｽﾋﾟｰﾄﾞ以上で一定時間噴射するようにします。

　目安としては、元の設定に対して、噴射時間
時間を変化させるのが良いと思います。

　設定は、「軸値」の枠内の　　　　　　　　ﾎﾞﾀﾝで
ﾎﾟｲﾝﾄを選択し、「値」の枠内の　　　　　　　　を操
作するか、　　　　　　　　　　に直接値を入力して
「更新」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

　設定後、ECUに設定を送信し、実際にﾆｭｰﾄﾗﾙ
ｷﾞｱでﾚｰｼﾝｸﾞして確認して下さい。

この噴射量が多すぎると、逆にボコつきの原因
となりますのでご注意ください。

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄ

非同期噴射ﾏｯﾌﾟ

入力項目

ここまで、基本的な噴射時間設定に対する設定方法をご説明してきました。なお、ご質
問等ございましたら、FCデザインまで、e-mail、ファックスにてお問い合わせください。

ここまで、基本的な噴射時間設定に対する設定方法をご説明してきました。なお、ご質
問等ございましたら、FCデザインまで、e-mail、ファックスにてお問い合わせください。
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(5)　「　付録　」

5-1

Fi-00　（ｽﾛｯﾄﾙｽﾋﾟｰﾄﾞ、α-N方式）
　○　諸元

Fi-Dj　（ｽﾋﾟｰﾄﾞﾃﾞﾝｼﾃｨ、回転数圧力方式）
　○　諸元

(１)

(2)



諸元

※1　

　排気管近傍などの極端に高温の場所へのコントローラ設置はお避けください。

※2　

　他のOSでの動作確認はこれより随時行ってゆく予定です。最新の情報はFCﾃﾞｻﾞｲﾝのﾎｰ
ﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.fc-design.com/　にてご確認ください。

　動作確認は対象OSにインストールされるすべてのソフトウエアとの組み合わせを保証
するもの ではありませんので、ご了承ください。

型番 FI-00 --

対象車両種別 4サイクル、単気筒

定格使用電圧 12V

使用可能電圧範囲 10～14V

使用温度範囲 0～70℃ ※1

消費電流 0.2A（MAX) at 12V

許容回転速度 16000r.p.m.

出力 1インジェクタ駆動

1ポンプ駆動

入力 スロットル開度、エンジン温度、

回転パルス

基本噴射制御 スロットル開度×回転速度による設定 最大31×31ポイント

設定範囲 0～32msec

補正 係数(温度、電圧等)×3、

非同期噴射×1

ダイアルによる全体ゲイン調整

ポンプ制御 間欠駆動およびPWM駆動切り替え式、
開ループ制御。

設定値はPCにより設定

エンジン回転数により設定

噴射量・係数設定 パソコンによる設定・保存 対応OS Windows98SE

※2　　　 WindowsMe

Windows2000

　　　　　　WindowsXP

通信インタフェイス RS232C(ｼﾘｱﾙ)

サイズ・重量 (W)×(H)×(L)

(g)

添付品 温度ｾﾝｻ、ﾊﾟﾙｽ入力ｲﾝﾀﾌｪｰｽﾕﾆｯﾄ、ｾｯﾃｨ
ﾝｸﾞｿﾌﾄｳｴｱ「SWB」、通信ｹｰﾌﾞﾙ

5-2

Fi-00　（ｽﾛｯﾄﾙｽﾋﾟｰﾄﾞ、α-N方式）



諸元　

※1　

　排気管近傍などの極端に高温の場所へのコントローラ設置はお避けください。

※2　

　他のOSでの動作確認はこれより随時行ってゆく予定です。最新の情報はFCﾃﾞｻﾞｲﾝのﾎｰ
ﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.fc-design.com/　にてご確認ください。

　動作確認は対象OSにインストールされるすべてのソフトウエアとの組み合わせを保証
するもの ではありませんので、ご了承ください。

型番 FI-DJ --

対象車両種別 4サイクル、単気筒

定格使用電圧 12V

使用可能電圧範囲 10～14V

使用温度範囲 0～70℃ ※1

消費電流 0.2A（MAX) at 12V

許容回転速度 16000r.p.m.

出力 1インジェクタ駆動

1ポンプ駆動

入力 スロットル開度、エンジン温度、

回転パルス、吸気管圧力

基本噴射制御 吸気管圧力×回転速度による設定 最大31×31ポイント

設定範囲 0～32msec

補正 係数(温度、電圧等)×4、

非同期噴射×1

ダイアルによる全体ゲイン調整

ポンプ制御 間欠駆動およびPWM駆動切り替え式、
開ループ制御。

設定値はPCにより設定

エンジン回転数により設定

噴射量・係数設定 パソコンによる設定・保存 対応OS Windows98SE

※2　　　 WindowsMe

Windows2000

　　　　　　WindowsXP

通信インタフェイス RS232C(ｼﾘｱﾙ)

サイズ・重量 (W)×(H)×(L)

(g)

添付品 温度ｾﾝｻ、ﾊﾟﾙｽ入力ｲﾝﾀﾌｪｰｽﾕﾆｯﾄ、ｾｯﾃｨ
ﾝｸﾞｿﾌﾄｳｴｱ「SWB」、通信ｹｰﾌﾞﾙ

5-3

Fi-Dj　（ｽﾋﾟｰﾄﾞﾃﾞﾝｼﾃｨ、回転数圧力方式）
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